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「金環日食」



受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の

更
生
に
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
、
力
を
あ
わ
せ
犯
罪

や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
、
法
務
省
主
唱
の
全
国
的

な
運
動
で
す
。

～
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
～

第
62
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

７
月
１
日
～
７
月
31
日

紀
美
野
町
で
は
、
７
月
２
日

（
月
）
に
保
護
司
会
・
更
生
保
護

女
性
会
に
よ
り
、
各
種
団
体
へ
の

呼
び
か
け
や
街
頭
で
の
啓
発
を
実

施
し
ま
す
。.

町
民
の
み
な
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

紀
美
野
町
保
護
司
会

紀
美
野
町
更
生
保
護
女
性
会

紀
美
野
町

⑴
非
行
を
生
ま
な
い
社
会
づ
く
り

の
推
進

◎
万
引
き
・
自
転
車
盗
、
い
じ
め
・

暴
力
行
為
、
飲
酒
・
喫
煙
・
深

夜
徘
徊
等
の
不
良
行
為
、
薬
物

乱
用
、
並
び
に
、
暴
走
行
為
等

の
防
止

◎
有
害
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
携
帯
サ

イ
ト
情
報
等
有
害
環
境
の
浄
化

⑵
犯
罪
被
害
及
び
各
種
事
故
の
防
止

◎
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
普
及
促
進

◎
不
審
者
に
よ
る
事
件
、
水
の
事

故
及
び
交
通
事
故
の
防
止

⑶
明
る
い
家
庭
、
明
る
い
地
域
づ

く
り

※
こ
の
運
動
は
和
歌
山
県
青
少
年

総
合
対
策
本
部
が
主
唱
す
る
県

民
運
動
で
す
。“
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
”
と
連
携
し
な
が

ら
展
開
し
ま
す
。
町
民
の
み
な

さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

紀
美
野
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議

紀
美
野
町
青
少
年
育
成
委
員
会

紀
美
野
町
・
紀
美
野
町
教
育
委
員
会

～
み
ん
な　

そ
ろ
っ
て　

す
こ
や
か
に
～
“
明
る
く
・
正
し
く
・
た
く
ま
し
く
”

第
48
回
「
夏
の
子
ど
も
を
ま
も
る
運
動
」

７
月
１
日
～
８
月
31
日

県
知
事
表
彰

平
成
24
年
和
歌
山
県
知
事
表
彰

の
表
彰
式
が
５
月
28
日
和
歌
山
市

で
あ
り
、
次
の
方
々
が
仁
坂
知
事

か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

●
地
方
自
治

野
上
町
議
会
議
員
及
び
紀
美
野

町
議
会
議
員
を
20
年
の
長
き
に
わ

た
り
務
め
ら
れ
、
こ
の
間
、
野
上

町
議
会
議
長
、
副
議
長
を
歴
任
さ

れ
、
ま
た
、
町
合
併
後
の
紀
美
野

町
で
は
初
代
議
長
を
務
め
る
な
ど

地
方
自
治
の
育
成
発
展
に
多
大
な

貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

●
商　

工

平
成
７
年
か
ら
野
上
町
商
工
会

理
事
、
会
長
を
歴
任
し
、
商
工
会

の
合
併
に
お
い
て
は
、
卓
越
し
た

指
導
力
を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
平
成
18
年
の
紀
美
野
町
商
工

会
設
立
時
か
ら
会
長
に
選
任
さ

れ
、
地
域
商
工
業
の
発
展
等
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

●
保
健
福
祉

平
成
８
年
４
月
に
母
子
保
健
推

進
員
に
就
任
以
来
、
妊
産
婦
や
新

生
児
へ
の
家
庭
訪
問
活
動
に
積
極

的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
紀
美

野
町
母
子
保
健
推
進
員
会
会
長
や

県
協
議
会
監
事
と
し
て
も
地
域
母

子
保
健
の
向
上
に
多
大
な
貢
献
を

さ
れ
ま
し
た
。

●
保
健
福
祉

昭
和
57
年
か
ら
長
き
に
わ
た
り

精
神
科
医
と
し
て
精
神
疾
患
の

入
院
患
者
の
早
期
社
会
復
帰
の
促

進
を
目
指
す
な
ど
地
域
精
神
保
健

福
祉
分
野
に
全
力
を
尽
く
す
と
と

も
に
、
平
成
８
年
か
ら
現
在
ま
で

和
歌
山
県
精
神
科
病
院
協
会
の
理

事
、
会
長
を
歴
任
し
、
協
会
の
運

営
発
展
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

精
神
科
医
療
の
向
上
に
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
ま
し
た
。

近
畿
管
区
警
察
局
長
・
近
畿
防
犯

協
会
連
絡
協
議
会
会
長
連
名
表
彰

５
月
29
日
、岡
茂
氏（
福
井
）が
、

近
畿
管
区
警
察
局
長
・
近
畿
防
犯

協
会
連
絡
協
議
会
会
長
連
名
表
彰

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

氏
は
、
紀
美
野
町
西
（
旧
野
上

町
）
地
区
地
域
安
全
指
導
員
総
代

と
し
て
、
住
民
が
自
主
的
に
行
う

地
域
安
全
活
動
に
励
ま
れ
て
お

り
、
長
年
に
わ
た
る
防
犯
功
労
者

と
し
て
表
彰
さ
れ
た
も
の
で
す
。

な
お
、
地
域
安
全
指
導
員
の
具

体
的
な
活
動
内
容
は
、
悪
質
商
法

被
害
防
止
活
動
、
ひ
っ
た
く
り
や

乗
り
物
盗
等
被
害
防
止
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
、
ス
ー
パ
ー
の
出
入
口
に

お
い
て
「
ひ
っ
た
く
り
防
止
ネ
ッ

ト
」
な
ど
の
防
犯
グ
ッ
ズ
の
配
布

や
金
融
機
関
前
で
の
振
り
込
め
詐

欺
防
止
啓
発
な
ど
、
精
力
的
か
つ

献
身
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

鷲谷禎三氏（柴目）中村修史氏（西野）

桑添育子氏（動木）
上野半兵衛氏

（野上厚生総合病院副院長）

岡　茂氏（福井）
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紀
美
野
町
土
地
開
発
公
社
で
は

福
井
樫
山
団
地
内
の
宅
地
を
分
譲

し
て
い
ま
す
。
緑
豊
か
な
生
石
高

原
の
麓
で
暮
ら
し
て
み
て
は
い
か

が
で
す
か
！

◆
所
在
地　

海
草
郡
紀
美
野
町
福

井
字
樫
山
１
１
１
１
番
地
6
他

◆
販
売
区
画
数　

17
区
画

　
　
　
　
　
　
　

地
目　

宅
地

◆
区
画
面
積　

１
９
３
㎡
～

３
４
６
㎡
（
平
均
65
坪
）　

◆
分
譲
㎡
単
価　

１
５
，０
０
０

円
～
１
８
，７
０
０
円
（
平
均

１
７
，８
０
０
円
）

◆
用
途
指
定　

無
指
定
区
域
（
都

市
計
画
区
域
外
）

◆
受
付
窓
口
及
び
問
合
せ
先　

紀
美
野
町
土
地
開
発
公
社
事
務
局

（
役
場
企
画
管
財
課
内
）

　
℡
０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
１
３

h
ttp

:/
/
w
w
w
.to
w
n
.

k
im
in
o.w

ak
ay
am
a.jp

/
kikaku/000558.htm

l

生
石
高
原
の
麓
ふ
も
とで

暮
ら
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

日
中
に
在
宅
さ
れ
て
い
な
い
ご

家
庭
に
お
い
て
も
、
冷
蔵
庫
や
待

機
電
力
な
ど
の
節
電
対
策
に
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
節
電

に
あ
た
っ
て
は
、
健
康
に
影
響
の

な
い
範
囲
で
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

節
電
方
法
に
つ
き
ま
し
て
は
、

関
西
電
力
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
下
記
の
電
話
番
号

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

関
西
電
力
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http

：//w
w
w
.kepco.co.jp/

節
電
お
問
い
合
わ
せ
専
用
ダ
イ
ヤ

ル
（
通
話
料
無
料
）

０
１
２
０
‐
９
１
１
‐
７
７
７

【
受
付
時
間
】

　

平
日
（
月
～
金
）
９
：
00
～

20
：
00
／
土
日
祝
９
：
00
～

17
：
30

ご
家
庭
に
お
け
る
節
電
の
お
願
い

７
月
２
日
（
月
）
～
９
月
７
日
（
金
）
の
平
日
※
、
電
力
の
需
給
が

ひ
っ
迫
し
ま
す
の
で
、
エ
ア
コ
ン
の
温
度
を
28
℃
に
す
る
等
で
節
電
に

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

特
に
需
要
の
多
い
13
時
～
16
時
の
重
点
的
な
節
電
に
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
※
た
だ
し
、８
月
13
日
（
月
）
～
15
（
水
）
を
除
く
。

野焼きは法律で禁止されています。
  近年、ごみの野焼きに関する苦情 ( 相談 ) が増えています。ご
みを燃やすと火災発生の原因となるばかりでなく、煙や臭いによ
り気分が悪くなったり、布団・洗濯物に汚れや臭いがつくなど近
所迷惑になることがありますので、野外での焼却はやめましょう。
　ドラム缶焼却、ブロック積み焼却、穴を掘ってのごみ焼却は、
野外焼却（野焼き）と同じですから行わないでください。ダイオ
キシン類は、焼却過程で発生します。

紀美野町農業委員会委員一般選挙
投票日　８月５日（日）

　立候補予定者説明会を、7 月 17 日（火）紀美野町役場 2 階
2B 会議室において、午後 1 時 30 分より行います。
　この選挙に立候補を予定されている方（代理人でもよい）は、
必ずご参集ください。

【お問い合わせ先】
紀美野町選挙管理委員会　電話　４８９－５９１２（直通）

例外的に焼却が認められているもの
（但し、近所に迷惑がかからないことが条件）

「 全国共通人権相談ダイヤルを
ご存じですか？ 」

電話番号　０
ゼ ロ ゼ ロ み ん な の ひ ゃ く と お ば ん

５７０－００３－１１０
※電話は、最寄りの法務局・地方法務局につ

ながります。
※ PHS・一部の IP 電話等からは、ご利用で

きない場合があります。
受付時間　平日の午前 8 時 30 分から午後 5

時 15 分
相談内容　人権に関わる問題（差別・暴行・

虐待・セクハラ・パワハラ・いじ
め・体罰・名誉毀損・プライバシー
侵害等）

◎相談は無料で、秘密は厳守されます。法務
局職員又は人権擁護委員が相談に応じます
ので、ひとりで悩まずにお気軽にご相談く
ださい。

【問い合わせ】
和歌山地方法務局人権擁護課内和歌山県人権
擁護委員連合会
☎０７３－４２２－５１３１

６
月
号
の
３
頁
「
平
成
24
年
度

紀
美
野
町
消
防
団
の
紹
介
」
の
各

地
区
の
分
団
長
の
中
で
、
第
13
分

団
長
（
国
吉
）
の
「
前　

雅
雄
氏
」

は
「
前　

雅
雄
氏
」
の
誤
り
で
し

た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

訂　
　

正

（１）災害の予防、応急対策又は復旧のために必要な燃焼行為
（２）風俗習慣上又は宗教上の行事を行うために必要な燃焼行為
（３）農業（園芸サービス業を除く。）又は漁業を営むためにやむ

を得ないものとして行われる燃焼行為（樹脂、油脂類又は
布を含む燃焼行為を除く。）

（４）たき火その他日常生活を営む上で通常行われる燃焼行為で
あって軽微な焼却

（５）キャンプファイアー、バーベキューその他屋外レジャーに
おいて通常行われる燃焼行為で軽微な焼却

＊「軽微な焼却」とは、その煙によって近所に迷惑がかからない
程度の焼却のこと

※ビニール・プラスチックの焼却は絶対にしないでください !!

◇野焼きには罰則があります！◇
　廃棄物の野焼きは『廃棄物の処理及び清掃に関する法律』によ
り罰せられ、行為者は５年以下の懲役若しくは１千万円以下の罰
金に処せられます。また、法人にあっては、３億円以下の罰金に
処せられます。
問い合わせ先：紀美野町役場住民課　TEL.489-5903
　　　　　　　美里支所住民室　　　TEL.495-3464
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「
金
環
日
食
」
観
望
会

開
か
れ
る
!!

１
．
鈴
木
綜
馬
コ
ン
サ
ー
ト
in
パ
リ

祭
～
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
か
ら
シ
ャ
ン
ソ

ン
、
ポ
ッ
プ
ス
ナ
ン
バ
ー
ま
で
～

■
日　

時　

７
月
14
日
（
土
）

　
　
　
　
　

17
時
か
ら

■
場　

所　

真
国
の
荘

■
運
営
協
力
費　

２
，０
０
０
円

（
ワ
ン
フ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
付
）

■
備
考　

左
記
の
連
絡
先
へ
電
話

又
は
メ
ー
ル
に
て
ご
予
約
願
い

ま
す
。

２
．
ジ
ャ
ン
ベ
隊
メ
ン
バ
ー
募
集

「
愛
と
平
和
の
太
鼓
、
ジ
ャ
ン

ベ
を
た
た
く
仲
間
求
む
」

※
ジ
ャ
ン
ベ
と
は
西
ア
フ
リ
カ
の

太
鼓
で
す
。

■
日　

時　

毎
週
火
曜
日
18
時
30

分
か
ら
（
１
時
間
）

■
場　

所　

真
国
の
荘

■
参
加
費　

１
回
１
，５
０
０
円

（
予
約
制
）

　

詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

■
連
絡
先　

真
国
芸
術
の
郷
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
務
局

　

e-m
ail

：m
gs.projec2010@

gm
ail.com

　
℡
０
７
３
‐
４
９
５
‐
２
５
７
３

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.

m
akuninoshow

.jp/

■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ア
ー
ト
カ
フ
ェ

「
真
国
の
荘
」
〒
６
４
０
‐

１
２
０
６　

海
草
郡
紀
美
野
町

蓑
垣
内
２
４
８
番
地

県
内
で
２
８
２
年
ぶ
り
と
な
る

金
環
日
食
の
特
別
観
望
会
が
５
月

21
日
、文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、

下
神
野
小
学
校
の
児
童
や
保
護

者
、
一
般
の
方
な
ど
１
０
０
人
を

超
え
る
方
々
が
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
み
さ
と
天
文
台
職

員
の
説
明
を
聞
き
、
日
食
メ
ガ
ネ

や
６
メ
ー
ト
ル
の
筒
を
使
っ
た
ピ

ン
ホ
ー
ル
望
遠
鏡
、
ダ
ン
ボ
ー
ル

の
ピ
ン
ホ
ー
ル
カ
メ
ラ
な
ど
で
、

午
前
６
時
過
ぎ
か
ら
始
ま
っ
た
部

分
日
食
を
観
な
が
ら
世
紀
の
瞬
間

を
待
ち
ま
し
た
。
そ
し
て
、
７
時

20
分
頃
、辺
り
が
少
し
暗
く
な
り
、

７
時
26
分
に
太
陽
の
中
心
部
が
月

に
隠
れ
て
リ
ン
グ
状
に
な
る
「
金

環
日
食
」
と
な
り
ま
し
た
。
参
加

者
か
ら
は
「
輪
に
な
っ
た
」「
す

ご
く
き
れ
い
」
な
ど
歓
声
が
上
が

り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
日
は
町
内
各
小
中

学
校
で
観
望
会
が
開
か
れ
た
り

と
、
町
内
各
所
で
こ
の
世
紀
の
天

体
シ
ョ
ー
を
観
ら
れ
た
方
も
多

か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

な
お
、
次
回
は
18
年
後
の

２
０
３
０
年
に
北
海
道
で
見
ら
れ

る
そ
う
で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ア
ー
ト
カ
フ
ェ
「
真
国
の

荘
」
イ
ベ
ン
ト
・
サ
ー
ク
ル
の
お
知
ら
せ

き
み
の
定
住
を
支
援
す
る
会
で

は
、移
住
定
住
の
た
め
の
事
業「
ほ

ん
ま
も
ん
交
流
会
」
を
７
月
か
ら

８
月
に
か
け
て
開
催
し
ま
す
。

各
回
毎
に
交
流
会
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
紀
美
野
町
に
興
味
を

持
っ
て
い
る
方
々
と
一
緒
に
町
内

の
暮
ら
し
に
つ
い
て
楽
し
く
語
っ

て
み
ま
せ
ん
か
？
是
非
ご
参
加
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
興
味
の
あ

る
方
は
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

（
き
み
の
定
住
を
支
援
す
る

会　

℡
０
７
３
‐
４
９
５
‐

２
３
３
９
）

寺
本
町
長
ら

町
産
「
生
山さ
ん

椒し
ょ
う」
を
Ｐ
Ｒ
!!

京
都
：
ス
ー
パ
ー
山
田
屋
に
て

去
る
5
月
26
日
（
土
）、
今
回

で
5
回
目
と
な
る
紀
美
野
町
産
山

椒
の
消
費
拡
大
・
販
売
促
進
と
紀

美
野
町
の
情
報
発
信
の
一
環
行
事

を
京
都
で
実
施
し
ま
し
た
。

今
年
も
、
京
印
京
都
南
部
青
果

株
式
会
社
に
立
ち
寄
り
、
紀
美
野

町
の
山
椒
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
市
場
の

状
況
等
伺
い
ま
し
た
。

続
い
て
、
例
年
お
世
話
に
な
っ

て
い
ま
す
城
陽
市
の
ス
ー
パ
ー
山

田
屋
（
久
津
川
店
）
に
て
、
生
山

椒
の
店
頭
販
売
を
町
長
、
町
職
員

及
び
Ｊ
Ａ
な
が
み
ね
関
係
者
で
行

い
ま
し
た
。

京
都
で
は
、「
ち
り
め
ん
山

椒
」
な
ど
郷
土
料
理
に
生
山
椒

を
使
用
す
る
こ
と
が
多
く
、
当
日

も
多
く
の
皆
様
方
に
、
１
０
０

ｇ
、
２
０
０
ｇ
の
パ
ッ
ク
入
り
と

５
０
０
ｇ
の
箱
入
り
の
旬
の
生
山

椒
を
買
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

又
、
紀
美
野
町
を
知
っ
て
も
ら

う
た
め
、
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も

同
時
に
配
布
し
ま
し
た
。

生
山
椒
の
店
頭
販
売
す
る
寺
本
町
長

【
ス
ー
パ
ー
山
田
屋
・
久
津
川
店
（
京
都
府

城
陽
市
）】

き
み
の
定
住
を
支
援
す
る
会

だ
よ
り

金環日食を観察する児童と設置された 6メートルの
ピンホール望遠鏡

文
化
セ
ン
タ
ー
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平
成
24
年
７
月
31
日
の
有
効
期

限
満
了
に
伴
い
被
保
険
者
証
（
以

下
、「
保
険
証
」
と
い
う
。）
を
更

新
い
た
し
ま
す
。
新
し
い
保
険
証

は
『
み
ず
色
』
で
す
。
７
月
中
旬

頃
か
ら
簡
易
書
留
郵
便
に
て
郵
送

す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
お
届
け
す
る
『
み
ず
色
』

の
保
険
証
は
７
月
１
日
か
ら
使
用

で
き
ま
す
。

新
し
い
保
険
証
が
届
く
ま
で
は

現
在
お
持
ち
の
保
険
証
「
う
す
い

緑
色
」
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

（「
う
す
い
緑
色
」
の
保
険
証
は

平
成
24
年
８
月
１
日
以
降
使
用
で

き
ま
せ
ん
。）

○
現
在
お
持
ち
の
保
険
証
「
う
す

い
緑
色
」
に
つ
い
て

　

新
し
い
保
険
証
『
み
ず
色
』
が

お
手
元
に
届
き
次
第
、「
う
す
い

緑
色
」
の
保
険
証
は
、
下
記
問
い

合
わ
せ
先
に
お
越
し
の
際
に
ご
返

却
い
た
だ
く
か
、
ご
自
分
で
細
か

く
裁
断
す
る
な
ど
し
て
、
住
所
・

氏
名
な
ど
が
他
人
に
知
ら
れ
な
い

よ
う
十
分
ご
注
意
の
う
え
、
処
分

し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
24
年
度
住
民
税
の
課
税
所

得
に
よ
り
、
一
部
負
担
金
の
割

合
が
変
更
に
な
っ
て
い
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
（
住
民
税
の
課
税
所
得
が

１
４
５
万
円
以
上
の
被
保
険
者

の
い
る
世
帯
の
方
は
、
一
部
負

担
金
の
割
合
が
３
割
と
な
り
ま

す
）。

（
例
）今ま

で
１
割
だ
っ
た
方
が
３
割

負
担
に
変
更
と
な
る
場
合

「
３
割
（
平
成
24
年
７
月
31
日

ま
で
は
１
割
）」
と
表
示
さ
れ
ま

す
。

「
お
詫
び
」

６
月
号
の
町
広
報
に
掲
載
致
し

ま
し
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
年
間
保
険
料
率
の
年
度
（
23
・

24
年
度
）
は
間
違
い
で
正
し
く
は

（
22
・
23
年
度
）
で
し
た
。
訂
正

の
う
え
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

住　

民　

課

　
　
（
℡.

４
８
９
‐
５
９
０
３
）

美
里
支
所
住
民
室

　
（
℡.

４
９
５
‐
３
４
６
４
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者
証
の
色
が
「
う
す
い

緑
色
」
か
ら
『
み
ず
色
』
に

変
わ
り
ま
す

重
度
心
身
障
害
児
（
者
）

医
療
費
助
成
の
受
給
者
証

の
更
新
に
つ
い
て

平
成
24
年
７
月
31
日
の
有
効
期

限
満
了
に
伴
い
、
７
月
中
旬
ま
で

に
対
象
者
の
方
に
通
知
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

申
請
が
不
要
な
人

　

受
給
資
格
が
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
加
入
者
は
自
動
更
新
し
、
７

月
下
旬
に
受
給
者
証
を
送
付
し
ま

す
。

＊
受
給
要
件
と
し
て
所
得
制
限
が

あ
る
た
め
、
所
得
申
告
を
し
て

い
な
い
人
は
必
ず
申
告
を
し
て

く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

　

住
民
課
医
療
助
成
係

　
　
（
℡
４
８
９
‐
５
９
０
３
）

美
里
支
所
住
民
室　

　
（
℡
４
９
５
‐
３
４
６
４
）

公
益
社
団
法
人　

紀
の
国

被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
か

ら
の
お
知
ら
せ

当
セ
ン
タ
ー
は
和
歌
山
県
公
安

委
員
会
か
ら
「
犯
罪
被
害
者
等
早

期
援
助
団
体
」
の
指
定
を
受
け
た

民
間
の
被
害
者
支
援
団
体
で
す
。

４
月
か
ら
電
話
相
談
時
間
の
変
更

と
こ
こ
ろ
の
専
門
家
「
臨
床
心
理

士
」
に
よ
る
性
被
害
に
関
す
る
専

門
相
談
を
開
始
し
ま
し
た
。

ま
ず
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。　

℡
０
７
３
‐
４
２
７
‐
１
０
０
０

（
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
）

【
電
話
相
談
時
間
】

月
～
金
曜
日
は
10
時
～
16
時

土
曜
日
は
13
時
～
17
時
（
※
毎

月
第
１
・
３
土
曜
日
は
こ
こ
ろ
の

専
門
家
「
臨
床
心
理
士
」
に
よ
る

性
被
害
に
関
す
る
専
門
相
談
日
で

す
。
た
だ
し
、
祝
日
・
年
末
年
始

は
休
み
で
す
。）

20 歳 Ｈ３年 4月 2日～Ｈ４年 4月 1日生
25 歳 Ｓ 61 年 4 月 2 日～Ｓ 62 年 4 月 1 日生
30 歳 Ｓ 56 年 4 月 2 日～Ｓ 57 年 4 月 1 日生
35 歳 Ｓ 51 年 4 月 2 日～Ｓ 52 年 4 月 1 日生
40 歳 Ｓ 46 年 4 月 2 日～Ｓ 47 年 4 月 1 日生

40 歳 Ｓ 46 年 4 月 2 日～Ｓ 47 年 4 月 1 日生
45 歳 Ｓ 41 年 4 月 2 日～Ｓ 42 年 4 月 1 日生
50 歳 Ｓ 36 年 4 月 2 日～Ｓ 37 年 4 月 1 日生
55 歳 Ｓ 31 年 4 月 2 日～Ｓ 32 年 4 月 1 日生
60 歳 Ｓ 26 年 4 月 2 日～Ｓ 27 年 4 月 1 日生

　クーポン券は集団検診・個別検診（医療機関）でもお使いいただけます。
　くわしくは送付いたしました案内をご覧ください。
◆備考
　　今年 4 月以降、クーポン券の到着までに検診を受診された対象者で、自己負担金（500 円）をお支払いただいた

方には還付させていただきます。手続きにはクーポン券と医療機関が発行した領収書が必要になりますので、大切
に保管ください。
◆お問い合わせ先　保健福祉課　℡ ４８９－９９６０（直通）

　がん検診の受診を促進し、がんを早期発見することを目的として、対象者の方に「大腸がん・乳がん・子宮頸が
ん検診無料クーポン券」を送付しております。
　お持ちの方は、クーポンをきっかけにぜひがん検診を受診しましょう。
◆送付対象者
　下記の年齢に相当する方で、紀美野町に住民登録または外国人登録されている方

大腸がん・乳がん・子宮頸がん検診　無料クーポン券について

★子宮頸がん検診対象者（女性のみ） ★大腸がん（男女）・乳がん検診（女性のみ）対象者



2012.7 �

海　南　保　健　所　だ　よ　り
事業名 対　象　・　内容等 日　　時

健康相談 健康診断書の作成
一般健康相談

7 月　9 日（月）　　９：３０～１０：３０
7 月 23 日（月）　　９：３０～１０：３０

エイズ検査 エイズの各種相談 7 月　9 日（月）　　９：３０～１０：３０
7 月 23 日（月）　　９：３０～１０：３０

検便 7 月　9 日（月）　　９：３０～１０：３０
7 月 23 日（月）　　９：３０～１０：３０

こころの健康相談
こころの健康に不安をもつ方やその家族
※精神科医師が相談に応じます。
※他の日は精神保健福祉相談員が相談に応じます。

7 月 11 日（水）　　９：００～
7 月 25 日（水）　１３：３０～
※　予約制です。

骨髄バンク
登録検査

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための
血液検査と登録手続きを行います。

7 月　9 日（月）　１０：３０～１１：３０
7 月 23 日（月）　１０：３０～１１：３０
※　予約制です。

医療安全相談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日～金曜日　　 ９：００～１７：００

お問い合わせ、お申し込みは、海南保健所まで　　　　　　海南市大野中９３９　（℡　４８２－０６００）

■保育所開放のご案内〈お申込みは、各保育所まで〉
　○野上第１保育所：7 月 9 日（月） ・23 日（月）　℡４８９－２１４４
　○野上第２保育所：7 月 3 日（火） ・17 日（火）　℡４８９－４９５３
　○神野保育所　　：7 月 4 日（水） ・18 日（水）　℡４９５－２０４９
　○毛原保育所　　：7 月 11 日（水）・25 日（水）　℡４９９－０１３１
■遊びの教室のご案内〈お申込みは、支援センター　℡ 489 － 2144 まで〉
　※留守の場合は、野上第１保育所
　○コアラ　　　　7 月 11 日（水）9：30 ～ 11：30　子育て支援センター（どろんこ遊び）
　○カンガルー　　7 月 18 日（水）9：30 ～ 11：00　総合福祉センター
　なお、いずれの行事も今年度に入り初めて参加される方は、申込みよろしくお願いします。
■子育て支援センター・自然体験世代交流センター開放、育児相談のお知らせ
　親子、友達との遊び場として、ご活用下さい。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
　【子育て支援センター】動木１５６（℡４８９－２１４４）
　　　　　　　　　　　 毎週　月曜日～金曜日　（10：00 ～ 12：00・13：00 ～ 16：00）
　　　　　　　　　　　 7 月　9 日（月）は『野いちごの会』による絵本の読み聞かせ
　　　　　　　　　　　 7 月 23 日（月）は栄養士による栄養相談
　【自然体験世代交流センター】鎌滝６３６（℡４９５－３１２７）
　　　　　　　　　　　 7 月 12 日・26 日（第 2・4 木曜日）　（9：30 ～ 11：30）
　　　　　　　　　　　 7 月 12 日（木）は栄養士による栄養相談
　【育児相談】　センター開放日と同じ日・時で行います。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
　　　　　　　※子育てに関する悩み等、個別に面接・電話・訪問相談を行います。

保健センターだより
平成 24 年度衛生カレンダーをご覧下さい。

子育て支援センターからのお知らせ

健康相談のお知らせ（7 月の日程）

●虐待予防に関する相談窓口　地域包括支援センター（保健福祉課）
〔連絡先〕平日（8：30 ～ 17：15）　　 ℡ 489 － 9960（直通）
　　　　 休日・夜間（17：15 以降）　.℡ 489 － 2430
〔場　所〕紀美野町下佐々 1408 － 4　紀美野町総合福祉センター内
〔メール〕houkatu@town.kimino.lg.jp

腰痛・膝痛予防体操講演会の
お知らせ

『腰痛・膝痛の予防について』

■場　所：総合福祉センター
■と　き：毎週水曜日　4日、11日、18日、25日
■時　間：午前９時～11時　■対象者：住民すべての方
■内　容：健康に関することすべて
　　　　　・乳幼児の相談 ・離乳食の相談 ・健診結果の相談　等

　各種健診結果を説明します。自分の健康状態を知り、今後のよ
りよい生活につなげましょう。
　生活改善に関心のある方は、保健師・栄養士が相談に応じます
ので、お気軽にお問い合わせください。
★母子健康手帳・健康手帳・健康ファイルをお持ちの方は、必ず持っ
てきて下さい。
★ご希望により血圧測定・検尿・体脂肪測定・骨密度測定もおこな
います。
お問い合わせ先：保健福祉課（℡４８９－９９６０）

■日　時　平成 24 年 7 月 11 日（水）
　　　　　午後 1 時 30 分～ 3 時
■場　所　紀美野町総合福祉センター３階
■講　師　和歌山県立医科大学
　　　　　　　　　　整形外科教室
　　　　　橋爪　　洋　先生

■申し込み　保健福祉課（植田・神谷）　（℡ 489-9960）

さよう
なら

痛〜い
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健康づくりコーナー 【問い合わせ・申込先】
保健福祉課（総合福祉センター）℡ 489-9960

特定健康診査（国民健康保険）及びがん検診のご案内
～年に一度はあなたの大切な体の健康チェックをしましょう！！～

【集団健診日程】

７月の健診について、詳しくは、回覧をご覧下さい。
他の集団健診日程・医療機関健診については、4 月に各戸配布している『衛生カレンダー』をご覧下さい。

　■国保特定健診対象者　：　40 － 74 歳の紀美野町国保加入者。健診費用は無料。
　　　（※社会保険被保険者の方の特定健診受診方法については、それぞれの医療保険者にご確認ください。）
　■各がん検診対象者　：　20 歳以上の紀美野町民。検診費用は、がん検診１種類ごとに 500 円（40 歳以上は無料）。

　年齢とともに足腰の機能は衰えます。それに加え、運動をしない生活を送っていると、筋力はどんどん低下し、
日常生活にも支障がでてきます。転倒、骨折等による寝たきりを防ぐためにも、下肢などの筋力の低下を予防す
ることが大切です。

『介護予防』②

　海南市・紀美野町から委託をしている指定相談支援事業所による巡回相談を下記のとおり実施します。
　「障害福祉に関する制度を知りたい」「サービスの利用の仕方がわからない」など、障がいのある人や保護者、介護者など
からのさまざまな相談に応じ、必要な情報の提供や権利擁護のための必要な援助などを行います。
　巡回相談は、原則予約となりますので、直接事業所に連絡してください。（家庭訪問も行います。）
　なお、巡回相談日以外でも　相談に応じていますので、下記事業所までご連絡ください。

筋力アップ体操
①太もも持ち上げ　
　反動をつけずに、ゆっくりと片方の膝を持ち

上げます。

②かかとの上げ下げ
　つま先を軸にかかとの上げ下げをゆっくり静

かに繰り返します。

日　　　程 場　　所 申し込み
締め切り

国保特定
健診

胃がん
検診

大腸がん
検診

肺がん
検診

乳がん
検診

子宮がん
検診 歯科検診

7 月 22 日（日）
8 時～受付

紀美野町総合
福祉センター 7月11日（水） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 月 19 日（日）
8 時～受付 長谷毛原診療所 8 月 8 日（水） ○ ○ ○ ○

10月28日（日）
8 時～受付

紀美野町総合
福祉センター 10月17日（水） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

障がい者巡回相談のお知らせ

対　象　者 月　　　日 場所・時間 予　　約　　先

精神障がいの方・
家族の方 7 月 3 日（火）

美里支所
　9 時 30 分～正午
総合福祉センター
　13 時 30 分～ 16 時

●野上厚生病院内相談支援事業所　 ℡４８９－２９０８
●和歌山県福祉事業団海草圏域　
　障害児者相談支援事業所「らん」　℡４９４－３５３９

身体障がいや
知的障がいの方・
家族の方

7 月 18 日（水）

美里支所
　9 時 30 分～正午
総合福祉センター
　13 時 30 分～ 16 時

●療育センターＡ
あ

Ｏ
お

Ｉ
い

　　　　　　 ℡４８３－０４５４
●和歌山県福祉事業団海草圏域　
　障害児者相談支援事業所「らん」 ℡４９４－３５３９

～毎日の生活に運動を取り入れましょう！～

ウォーキング
　のんびり歩きより、いつもより大股で、少し早めのペースで
歩くほうが、心身への効果は上がります。ただし、息が上がる
ほどのペースで歩いたり、最初から長時間歩いたりするのは禁
物。無理せず、少しずつ歩く距離を伸ばしていきましょう。

運動する仲間をみつける
ことが継続の秘訣です！

　立つ、座る、歩く、階段を上り下りする
などの基本的な日常生活の活動には、下半
身の筋力が特に大切で、下半身の筋肉を意
識的に鍛える体操や運動を毎日の習慣にし
ましょう。

運動機能の向上

　「歩く」ことは、腰から下の筋肉をすべて
使います。骨に刺激を与えて骨粗しょう症
の予防にもなりますし、脳が活性化され、
認知症を防ぐことにもつながります。
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紀
美
野
町
で
は
、
若
も
の
の
定

住
促
進
と
活
力
に
満
ち
た
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
町
内
に
居
住
し
よ
う
と
す
る

若
も
の
に
対
し
、
平
成
24
年
４
月

１
日
か
ら
平
成
25
年
３
月
31
日
ま

で
の
間
に
自
己
の
居
住
用
に
住
宅

を
新
築
・
購
入
又
は
増
改
築
を
す

る
若
も
の
を
対
象
に
定
住
促
進
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

◆
補
助
金
の
内
容

１
．
住
宅
の
新
築
又
は
購
入　

１
件
に
つ
き
40
万
円
（
移
住
者
は

１
件
に
つ
き
50
万
円
）

２
．
住
宅
の
増
改
築　
　
　
　

１
件
に
つ
き
40
万
円
（
移
住
者
は

１
件
に
つ
き
50
万
円
）

※　

移
住
者
と
は
、
平
成
23
年

４
月
１
日
以
降
に
町
内
に

転
入
し
て
き
た
方
。

◆
そ
の
他

こ
の
補
助
金
を
受
け
よ
う
と
さ

れ
る
方
は
補
助
の
資
格
要
件
及
び

必
要
提
出
書
類
に
つ
い
て
、
購
入

又
は
工
事
着
工
の
前
に
左
記
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
請
書
の
受
付
窓
口
及
び
問
い

合
わ
せ
】

紀
美
野
町
役
場　

本
庁
２
階　

企
画
管
財
課　

消
費
者
問
題
の
相
談
に
つ
い
て

紀
美
野
町
若
も
の
定
住
促
進

補
助
金
の
お
知
ら
せ

消
費
生
活
に
関
わ
る
問
い
合
わ

せ
・
苦
情
相
談
に
つ
い
て
、
消
費

生
活
相
談
員
に
よ
る
問
題
解
決
の

た
め
の
助
言
・
あ
っ
せ
ん
・
情
報

提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
毎
月

第
２
・
４
木
曜
日
午
後
１
時
～
４

時
）

7
月
の
相
談
日

■
7
月
12
日
・
26
日
（
木
）　

　

海
南
市
海
南
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
１
階
第
１
相
談
室

お
知
ら
せ
・
募
集

℡
０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
１
３

http://w
w
w
.tow

n.kim
ino.

w
akayam

a.jp/kikaku/000841.
htm
l町

営
住
宅
入
居
者
募
集
に
つ
い
て

左
記
に
よ
り
町
営
住
宅
入
居
者

の
募
集
を
行
い
ま
す
。
応
募
に
際

し
入
居
資
格
等
が
定
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
申
込
要

項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
申
込
要
項

は
、
役
場
本
庁
（
企
画
管
財
課
）・

支
所
（
住
民
室
）
で
配
布
し
て
お

り
ま
す
。

■
団
地
・
室
名

安
井
第
２
団
地
２
０
２
号

（
１
戸
）

■
所
在
地

　

紀
美
野
町
安
井
２
０
５
番
地

　

間
取
り.

洋
室
⑴
、
和
室
⑵
、.

Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
ト
イ
レ
、
風
呂

■
敷
金

家
賃
の
３
ヶ
月
分

■
募
集
期
間
：

　

平
成
24
年
７
月
２
日
（
月
）
～

13
日
（
金
）
午
後
５
時
（
必
着
）

な
お
、
募
集
期
間
に
お
い
て
申

込
み
の
な
い
場
合
は
、
次
の
募
集

ま
で
随
時
受
付
を
行
う
も
の
と
し

ま
す
。

入
居
資
格
等
に
つ
い
て
（
詳
し

く
は
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

⑴　

単
身
又
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
者
は
親
族
で
あ
る
こ
と
。

⑵　

申
込
世
帯
員
全
員
の
算
定

月
収
額
が
１
５
８
，０
０
０

円
以
下
で
あ
る
こ
と　
　

（
裁
量
世
帯
に
つ
い
て
は

２
１
４
，０
０
０
円
以
下
で

あ
る
こ
と
）。

　
　
（
月
収
額
の
算
定
方
法
な
ど

詳
し
く
は
企
画
管
財
課
へ
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。）

⑶　

現
在
、
持
ち
家
が
な
く
住
宅

に
困
窮
し
て
い
方
。

⑷　

申
込
時
ま
で
の
住
民
税
、
固

定
資
産
税
、
国
民
健
康
保
険

税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ

と
。

⑸　

家
賃
、
敷
金
を
支
払
う
能
力

が
あ
る
こ
と
。

■
受
付
問
合
せ

役
場
企
画
管
財
課

℡
０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
１
３

■
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課

　
　
（
℡.

４
８
９
‐
５
９
１
２
）

国
保
野
上
厚
生
総
合
病
院
よ
り

お
知
ら
せ

整
形
外
科
に
７
月
よ
り
新
し
く

船
岡
医
長
が
着
任
い
た
し
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
下
記
の
と
お
り

外
来
診
察
医
師
が
変
更
に
な
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

月

榎　

本

火

船　

岡

水

榎　

本

木

船　

岡

金

船　

岡

土

医
師
交
互

国民年金の追納制度をご存知ですか？

　国民年金保険料の免除期間・若年者納付猶予期間・学生納付特例期間
がある場合は、年金を受け取るために必要な受給資格期間には算入され
ますが、受け取る老齢基礎年金額は保険料を全額納めたときよりも少な
くなります。
　そこで、将来受け取る老齢基礎年金を増額するために、これらの期間
の保険料は、10 年以内であればさかのぼって納めること（追納）がで
きます。
　ただし、免除等の承認を受けられた期間の翌年度から 3 年度目以降に
追納するときは、当時の保険料額に経過期間に応じて加算額が上乗せさ
れます。
　追納する場合は、追納申込書を提出した後に送られてくる追納納付書
により、先に経過した月の分から順次納めていただくことになります。
　また、追納納付書にも納付期限が定められているため、申込みをする
際には注意してください。

　　【問い合わせ】　紀美野町役場・住民課　℡ 489 － 5903
　　　　　　　　　美里支所・住民室　　　℡ 495 － 3464

【国民年金保険料の免除期間・納付猶予期間がある方へ】

整
形
外
科
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■
勤
務
場
所　

　

紀
美
野
町
田
63　

国
吉
診
療

所
・
出
張
所

■
業
務
内
容　

　

診
療
所
事
務
及
び
出
張
所
事
務

■
賃　
　

金

　

日
額　

５
，８
０
０
円

■
募
集
人
員　

１
名

■
雇
用
条
件　

　

平
成
24
年
７
月
１
日
現
在
、
18

歳
以
上
60
歳
ま
で
の
方
で
パ
ソ

コ
ン
（
入
力
処
理
等
）
の
操
作

が
容
易
に
で
き
る
方

■
雇
用
期
間　

　

平
成
24
年
８
月
～
平
成
25
年
１

月
（
但
し
、
更
新
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。）

■
勤
務
日
時

　

月
曜
日
～
金
曜
日　

午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
15
分

■
休　

日　

　

土
・
日
曜
日
・
国
民
の
祝
日

■
選
考
方
法　

面
接
試
験

■
試
験
日　

　

申
込
受
付
締
切
後
、
申
込
者
に

お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

■
試
験
場
所　

　

紀
美
野
町
田
63　

国
吉
診
療
所

■
申
込
方
法
及
び
締
切

　

履
歴
書（
写
真
添
付
）１
通
を
持

参
の
う
え
、７
月
13
日（
金
）
ま

で
下
記
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

受
付
締
切
は
、
月
曜
日
～
金
曜

日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分
厳
守

■
申
込
先　

　

紀
美
野
町
役
場
住
民
課

　

℡
０
７
３
‐
４
８
９
‐

５
９
０
３
（
直
通
）

紀
美
野
町
臨
時
職
員
募
集

や
す
ら
ぎ
園
職
員
募
集

■
職
種
・
募
集
人
数

　

①
看
護
師
（
正
職
員
）
１
名　

　

②
臨
時
介
護
職
員　
　

若
干
名

　

③
パ
ー
ト
職
員　
　
　

若
干
名

■
募
集
条
件

　

①
は
準
看
護
師
免
許
で
も
可

　

②
③
は
不
問

■
給　

与　

　

準
看
護
師
：
月
給
１
５
３
，

３
０
０
円
～
☆
職
務
経
験
に
よ

り
異
な
り
ま
す
。

　

看
護
師
：
月
給
１
８
０
，５
０
０

円
～　

☆
職
務
経
験
に
よ
り
異
な

り
ま
す
。

　
介
護
職
員
：
日
額
８
，０
０
０
円

　
パ
ー
ト
職
員
：
時
給
１
，０
０
０
円

　

☆
別
途
、
通
勤
手
当
、
時
間
外
、

夜
間
（
介
護
職
）・
休
日
勤
務

手
当
有

※
介
護
職
員
は
６
ヶ
月
経
過
後
、

月
額
職
員
に
登
用
の
途
有
り

/

月
給
１
６
０
，
０
０
０
円

※
手
当
は
、
右
記
及
び
賞
与
有

（
パ
ー
ト
職
員
は
除
く
。）

■
勤
務
時
間

　

①
・
②
早
出
・
日
勤
・
夜
勤
（
介

護
職
）
土
日
・
祝
祭
日
勤
務
が

可
能
な
人

　

③
午
前
７
：
00
～
午
前
10
：
00

迄
の
３
時
間
勤
務
（
朝
食
時
の

配
膳
・
食
事
介
助
等
）

　
（
週
５
日
程
度
勤
務
可
能
な
方

に
限
る
）

■
待　

遇　

　

各
種
社
会
保
険
完
備
、退
職
金
制

度
有
、昇
給
制
度
有（
介
護
職
員

は
資
格
に
伴
う
援
助
制
度
有
）

■
応　

募　

　

電
話
連
絡
の
上
、
履
歴
書（
写

真
貼
付
）持
参
下
さ
い

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

〒
６
４
０
‐
１
１
２
１　

海
草

郡
紀
美
野
町
下
佐
々
１
４
０
８

番
地
７

　

海
南
海
草
老
人
福
祉
施
設
事
務

組
合

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
す
ら

ぎ
園　

事
務
局
（
℡
４
８
９
‐

３
６
３
１
）

総
務
省
よ
り
お
知
ら
せ

旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦
等
に

対
す
る
書
状
贈
呈
事
業
に
つ
い
て

旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦

お
よ
び
旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦
の

方
に
対
し
て
、
戦
地
等
で
勤
務
さ

れ
た
御
労
苦
に
報
い
る
た
め
内
閣

総
理
大
臣
名
の
書
状
を
贈
呈
す
る

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
請
求
期
限
が
平
成
25
年

３
月
31
日
ま
で
に
迫
っ
て
い
ま
す

が
、
ま
だ
多
く
の
方
が
請
求
さ
れ

て
い
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
ま
だ
申
し
出

の
な
い
対
象
者
お
よ
び
ご
家
族
等

の
関
係
者
の
方
は
、
下
記
に
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

尚
、
慰
労
給
付
金
ま
た
は
普
通

恩
給
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
・
ご

遺
族
の
方
・
す
で
に
書
状
を
受
け

取
っ
た
方
・
無
期
ま
た
は
３
年
を

超
え
る
懲
役
若
し
く
は
禁
固
の
刑

に
処
せ
ら
れ
た
こ
と
の
あ
る
方
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
１
０
０
‐
８
９
２
６　

東
京
都

千
代
田
区
霞
が
関
２
‐
１
‐
２

　

総
務
省
大
臣
官
房
総
務
課
管
理

室　

業
務
担
当

　
℡
０
３
‐
５
２
５
３
‐
５
１
８
２

　

Fax
０
３
‐
５
２
５
３
‐
５
１
９
０

税
務
職
員
募
集
の
お
知
ら
せ

■
受
験
資
格

①
高
卒
見
込
み
の
者
及
び
高
卒

後
３
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

（
平
成
21
年
４
月
１
日
以
降
に

卒
業
し
た
者
）

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
に
準

ず
る
と
認
め
る
者

■
申
込
受
付
期
間

①
平
成
24
年
６
月
26
日
（
火
）
～

７
月
５
日
（
木
）［
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
申
込
受
付
期
間
］

.　
（
注
）
１　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

申
込
み
を
利
用
で
き
る
環
境
に

あ
る
方
は
、
で
き
る
だ
け
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

２　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
専
用

ア
ド
レ
ス
［http://w

w
w
.jinji-

shiken.go.jp/juken.htm
l

］

②
平
成
24
年
７
月
２
日
（
月
）
～

７
月
10
日
（
火
）［
郵
送
・
持

参
申
込
受
付
期
間
］

　
（
注
）
で
き
る
だ
け
郵
送
（
簡

易
書
留
）
に
し
て
く
だ
さ
い
。

［
７
月
10
日
（
火
）
ま
で
の
通

信
日
付
印
有
効
］

■
申
込
書
に
よ
る
提
出
先

　

人
事
院
近
畿
事
務
局　

〒
５
５
３
‐
８
５
１
３　

大
阪

市
福
島
区
福
島
１
‐
１
‐
60

　
℡
０
６
‐
４
７
９
６
‐
２
１
９
１

■
試
験
日
及
び
試
験
内
容

　

第
１
次
試
験　

平
成
24
年
９
月

９
日
（
日
）

　

基
礎
能
力
試
験
、
適
性
試
験
、

作
文
試
験

　

第
２
次
試
験　

平
成
24
年
10
月

18
日
（
木
）
～
10
月
25
日
（
木
）

の
う
ち
、
第
１
次
試
験
合
格
通

知
書
で
指
定
す
る
一
日

　

人
物
試
験
、
身
体
検
査

■
合
格
者
発
表
日

　

第
１
次
試
験
合
格
者
発
表
日　

　

平
成
24
年
10
月
11
日
（
木
）

　

最
終
合
格
者
発
表
日

　
　

平
成
24
年
11
月
20
日
（
火
）

■
問
い
合
わ
せ
先　

そ
の
他

　

大
阪
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験

係
（
℡.

０
６
‐
６
９
４
１
‐

５
３
３
１
）
又
は
海
南
税
務
署

総
務
課
（
℡
０
７
３
‐
４
８
２

‐
０
９
０
０
）

　

採
用
に
関
す
る
情
報
は
、
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.nta.go.jp

）「
採
用
案
内
」

に
も
掲
載
し
ま
す
。

　
　

大
阪
国
税
局
・
海
南
税
務
署
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南
こ
う
せ
つ
With
ウ
ー
・
フ
ァ
ン

　
　

心
の
う
た
コ
ン
サ
ー
ト

水
本
桂
ピ
ア
ノ
ソ
ロ
コ
ン
サ
ー
ト
（
無
料
）

天
文
教
室
「
国
立
天
文
台
の

研
究
者
に
よ
る
研
究
紹
介
」

宝
く
じ
「
ま
ち
の
音
楽
会
」

９
月
２
日
（
日
）

　

午
後
５
時
30
分
開
演
（
30
分
前
開
場
）

《
場
所
》
文
化
セ
ン
タ
ー

■
入
場
料
（
全
席
自
由
席
）

＊
宝
く
じ
助
成
に
よ
る
特
別
料
金

　

前
売　

２
，０
０
０
円

　

当
日　

２
，５
０
０
円

■
チ
ケ
ッ
ト
発
売
開
始

　

７
月
18
日
（
水
）

■
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所

　

中
央
公
民
館　

文
化
セ
ン
タ
ー

美
里
支
所　

小
川
・
志
賀
野
地

区
公
民
館　

真
国
・
国
吉
・
長

谷
毛
原
出
張
所

＊
１
人
2
枚
ま
で
‼

＊
販
売
は
、
各
施
設
の
開
館
時
間

内
で
す
。

＊
未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

＊
前
売
に
て
完
売
の
場
合
は
、
当

日
券
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
主
な
予
定
曲
目

　

神
田
川　

妹　

夢
一
夜　

ほ
か

■
ま
ち
の
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
の

皆
さ
ん

　

き
み
の
児
童
合
唱
団　

紀
美
野

町
民
コ
ー
ラ
ス　

ほ
か　

■
主
催

　

紀
美
野
町　

紀
美
野
町
教
育
委

員
会　

和
歌
山
県　
（
財
）
自

治
総
合
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ　

文
化
セ
ン
タ
ー

以
前
「
星
降
る
町
の
音
楽
会
」

で
素
敵
な
演
奏
を
聞
か
せ
て
い
た

だ
き
、
ま
た
今
回
ソ
ロ
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

■
日
時　

７
月
28
日
（
土
）

第
１
部　
午
後
１
時
～
子
ど
も
向
け

第
２
部　
午
後
２
時
30
分
～
大
人
向
け

■
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー

＊
満
席
に
な
っ
た
場
合
は
、
入
場

制
限
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

文
化
セ
ン
タ
ー

■
日
時　

７
月
29
日(

日)

　

午
後
２
時
～
（
約
２
時
間
）

■
場
所　

み
さ
と
天
文
台
月
の
館

■
定
員　

20
名
（
受
付
先
着
順
）

■
持
ち
物　

は
さ
み
・
の
り
・
セ

ロ
テ
ー
プ
・
筆
記
用
具
・
定
規

■
参
加
費　

３
０
０
円

■
概
要　
日
時
計
を
作
っ
て
、
太
陽

の
動
き
を
観
て
楽
し
も
う
。
後
で

好
き
な
デ
ザ
イ
ン
に
し
よ
う
。

■
備
考　

要
事
前
申
込

＊
７
月
７
日
～
天
文
台
窓
口
又

は
、
電
話
（
木
～
日
曜
日
の
午

後
１
時
～
８
時
30
分
）
に
て
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

７
月
15
日
（
日
）

　

午
後
２
時
～
（
１
時
間
30
分
）

■
場
所　

み
さ
と
天
文
台
月
の
館

■
内
容　
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
機
関
で
活

躍
さ
れ
て
い
る
国
立
天
文
台
の
若
手
研

究
者
に
、
研
究
や
そ
の
進
め
方
、
研
究

生
活
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
す
。

　
『
科
学
衛
星
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関

わ
っ
た
５
年
間
』　

山
内
千
里.

氏

　
『
銀
河
の
形
成
と
進
化
を
探
る

～
理
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
裏
側
、

教
え
ま
す
～
』　

小
林
正
和.

氏

■
備
考　

申
込
不
要
・
参
加
無
料

夏
休
み
工
作
教
室
「
日
時
計

を
つ
く
っ
て
み
よ
う
」

天
文
台
イ
ベ
ン
ト
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■
中
央
公
民
館

　

4
日　

七
夕
か
ざ
り

　

11
日　

感
性
を
育
て
る
積
木

　
　
　
　
「
セ
ラ
」
で
遊
ぼ
う

　

18
日　

お
は
な
し
会

　

25
日　

お
休
み

■
文
化
セ
ン
タ
ー

　

4
日　

お
は
な
し
会

　

11
日　

カ
ロ
ー
リ
ン
グ

　

18
日　

押
花
で
暑
中
見
舞
い
を

作
ろ
う

　

25
日　

竹
こ
っ
ぽ
り
を
作
っ
て

遊
ぼ
う

■
日
時　

７
月
15
日
（
日
）

　

午
後
４
時
～
８
時

■
内
容　

夜
店
・
舞
台
発
表

■
そ
の
他　

参
加
無
料

＊
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

り
ら
創
造
芸
術

高
等
専
修
学
校

　
（
℡
４
９
７
‐
９
１
１
１
）

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム

町
民
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊

重
さ
れ
、
す
べ
て
の
町
民
が
心
豊

か
で
、
自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と

暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り
の
た
め
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。（
各

団
体
選
出
委
員
に
つ
い
て
は
未
掲

載
で
す
。）

※
【　

】
は
役
職
又
は
地
区
名
で

す
。（
敬
称
略
）

【
会　

長
】
森
下
誠

【
副
会
長
】
柳
瀬
フ
ヂ･

岡
省
三

【
監　

事
】
坂
明
雄･

段
木
賢

【
下
佐
々
】
河
本
幸
生･

河
本
行
弘

【
動　

木
】
山
中
正
史･

楠
木
幸
雄

　
　
　
　
　

･

段
木
賢

【
小　

畑
】
青　

稔･

久
保
正
夫

　
　
　
　
　

･

岩
橋
環

【
小　

川
】
林
孝
吉･

桂
阪
宜
和

　
　
　
　
　

･

堂
上
欽
司

【
志
賀
野
】
中
谷
英
幸･

加
藤
朗
子

【
柴　

目
】
大
西
孝
和

【
長　

谷
】
鈴
木
紳
二･

向
江
信
夫

【
吉　

野
】
中
西
康
之

【
吉　

見
】
谷
奥
隆
治

【
海
南
鋼
管
】
岡
崎
明
雄

【　

平　

】
津
田
修
吾･

阪
口
守

【
希
望
ヶ
丘
】
西
峯
賀
世
子

【
緑
ヶ
丘
】
中
垣
内
勲･
葛
葉
茂

【
長
谷
毛
原
】
森
下
誠

【
上
神
野
】
小
壺
醇
子

【
下
神
野
】
潰
崎
泰
彦

【
国　

吉
】
柳
美
登

【
真　

国
】
坂
明
雄

平
成
24
年
度

紀
美
野
町
人
権
委
員
の
紹
介

【
中
央
公
民
館
】

「
尋
ね
人
」.　
　

谷
村
志
穂･

著

「
死
命
」.　
　
　
　

薬
丸
岳･

著

「
首
・
肩
・
腕
の
痛
み
と
し
び
れ

を
と
る
本
」　　

.

井
須
豊
彦･

著

「
使
え
る
！
色
彩
の
教
科
書
」

　
　
　
　
　
　
　
　

芳
原
信･

著

「
作
っ
て
み
た
い
実
用
派
バ
ッ
グ
」

　
　
　
　

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
通
信
社

「
楽
し
く
遊
ぶ
学
ぶ
げ
ん
き
の
図
鑑
」

　
　
　
　
　
　
　
　

中
村
裕･

著

「
ふ
し
ぎ
な
形
・
表
と
う
ら
」

　
　
　
　
　
　
　

田
島
董
美･

著

「
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
秘
密
」

　
　
　
　
　
　
　

瀧
井
宏
臣･

著

「
そ
う
じ
き
の
つ
ゆ
や
す
み
」

　
　
　
　
　
　

村
上
し
い
こ･

著

＊
人
権
啓
発
図
書
（
一
般
書
・
児

童
書
）
��
冊
も
は
い
り
ま
し
た
。

【
文
化
セ
ン
タ
ー
】

「
紙
の
月
」　　
　

角
田
光
代･

著

「
Ｐ
Ｋ
」　　
　

伊
坂
幸
太
郎･

著

「
報
道
犬
フ
ー
タ
、
熊
野
を
行
く
」

　
　
　
　
　
　
　

吉
岡
逸
夫･

著

「
北
欧
テ
イ
ス
ト
の
エ
コ
た
わ
し
」

　
　
　
　
　
　
　

主
婦
と
生
活
社

「
に
ほ
ん
の
お
ま
じ
な
い
」

　
　
　
　
　
　

広
田
千
悦
子･

著

「
レ
ン
ジ
で
す
ぐ
う
ま
！
朝
昼
晩

の
冷
凍
う
ど
ん
」
浜
内
千
波･

著

「
炎
路
を
行
く
者
」

　
　
　
　
　
　

上
橋
菜
穂
子･

著

「
ふ
じ
さ
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー
」

　
　
　
　

み
や
に
し
た
つ
や･

著

「
ス
イ
ス
イ
ス
イ
ー
ツ
」

　
　
　
　

さ
い
と
う
し
の
ぶ･

著

「
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ュ
ア
ル
恐
竜
図
鑑
」

　

ジ
ョ
ン
・
ウ
ッ
ド
ワ
ー
ド･

著

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か

図
書
室
だ
よ
り
（
新
刊
紹
介
）

＊
夏
休
み
の
課
題
図
書
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。（
配
架
予
定
：
７
月
中
旬
）

☆
七
夕
に
願
い
を
☆

今
年
も
中
央
公
民
館
及
び
文
化

セ
ン
タ
ー
に
七
夕
か
ざ
り
を
用
意

し
ま
し
た
。
７
月
７
日
（
土
）
ま

で
設
置
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の

　

願
い
事
を
ぜ
ひ
短
冊
に
た
く

　
　

し
て
く
だ
さ
い
。

みんなで種まき！きれいな花が咲くかな？

り
ら
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
　
　

～
夏
音
～
開
催

■
日
時　

７
月
14
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

（
受
付
は
３
時
ま
で
）

■
場
所　

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

■
内
容　

カ
プ
ラ
・
ス
ー
パ
ー

ボ
ー
ル
す
く
い
・
か
き
氷
・
ソ
ー

ス
せ
ん
べ
い

■
持
ち
物　

す
い
と
う

■
そ
の
他　

申
込
不
要
・
無
料

■
問
い
合
わ
せ　

青
少
年
セ
ン

タ
ー
（
℡
４
８
９
‐
５
９
０
９
）

移
動
じ
ど
う
か
ん

「
え
ん
に
ち
」
が
や
っ
て
く
る
！

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
展
示

（
中
央
公
民
館
２
階
）

た
だ
い
ま「
日
本
画
花
み
ず
き
」

の
皆
さ
ま
の
作
品
を
展
示
し
て
い

ま
す
。ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

■
展
示
期
間　

７
月
末
ま
で

■
利
用
時
間　

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
規
模　

25
ｍ
×
15
ｍ

　
　
　
　
（
７
コ
ー
ス
）

■
水
深　

1.1
ｍ
～
1.3
ｍ

■
問
い
合
わ
せ　

　

農
村
総
合
セ
ン
タ
ー

　
（
℡
４
９
５
‐
３
２
１
２
）

　

又
は
、
学
事
・
生
涯
学
習
室

7 月
日 月 火 水 木 金 土
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

8 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18

農
村
総
合
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
開
放
の
ご
案
内

＊
網
掛
け
日　

開
放
日（
10
日
間
）
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第
16
回
Ｗ
Ｇ
Ｇ
Ａ

春
季
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
大
会
結
果

５
月
20
日
（
日
）「
第
１
回
海

南
市
市
民
総
合
ス
ポ
ー
ツ
大
会
剣

道
の
部
」
と
６
月
３
日
（
日
）「
第

７
回
紀
美
野
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

競
技
別
剣
道
交
流
大
会
」
の
２
大

会
に
お
い
て
、
生
石
少
年
剣
道
ク

ラ
ブ
（
左
記
ク
ラ
ブ
紹
介
掲
載
）

が
大
活
躍
し
ま
し
た
。

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

「
第
１
回
海
南
市
市
民
総
合
ス

ポ
ー
ツ
大
会
剣
道
の
部
」

■
個
人
の
部

低
学
年　
　

２
位　

片
畑
羽
弥

中
学
年　
　

４
位　

片
畑
弥
偲

中
学
生
男
子
２
位　

北　

晃
知

　
　
　
　
　

４
位　

若
林
寛
章

中
学
生
女
子
１
位　

上
中
麻
瑚

剣
道
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
生
涯
を
通
し
て
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
競
技
で
す
。
稽
古
で
は
、

礼
儀
を
学
び
、
精
神
力
を
鍛
え
、

体
力
を
養
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
他
に
、
級
位
や
段
位
を
取
得

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
一

度
、
剣
道
の
稽
古
を
見
学
に
来
て

く
だ
さ
い
。

※
自
分
が
参
加
で
き
る
時
間
帯

で
稽
古
し
て
い
る
選
手
も
い
ま

す
。

※
胴
着
・
竹
刀
等
貸
し
出
し
も
あ

る
の
で
気
軽
に
来
て
ね
♪

わ
が
町
サ
ー
ク
ル

　
　
（
生
石
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
）

明
治
30
年
頃
の
下
神
野
地
区
の

生
活
の
お
話
で
す
。

そ
の
頃
は
、
電
燈
も
石
油
も
な

く
菜
種
油
と
燈
芯
の
生
活
で
し

た
。
種
油
は
貴
重
な
も
の
で
菜
種

を
作
っ
て
油
小
屋
で
油
に
し
ぼ
る

者
も
い
ま
し
た
。　

夜
は
、「
か
わ
ら
け
（
釉

う
わ
ぐ
す
りを
か

け
な
い
素
焼
き
の
陶
器
）」
に
種

油
を
入
れ
、
そ
の
中
に
燈
芯
を
浸

し
、
そ
れ
を
燈
台
に
お
い
て
、
家

族
全
員
が
そ
の
周
囲
に
集
ま
っ
て

夜
な
べ
を
し
ま
し
た
。
輪
燈
と
い

う
吊
り
台
に
「
か
わ
ら
け
」
を
の

せ
る
と
周
囲
が
明
る
く
て
便
利
で

し
た
。
燈
芯
が
短
く
な
る
と
燈
芯

か
き
と
言
う
は
さ
み
が
あ
り
、
そ

の
都
度
「
か
わ
ら
け
」
に
浸
っ
て

い
る
芯
を
引
き
出
し
ま
し
た
。
す

る
と
、
ぱ
っ
と
明
る
く
な
り
、
細

か
い
文
字
な
ど
は
そ
の
機
会
を
利

用
し
て
読
ん
だ
も
の
で
す
。ま
た
、

繕
い
物
を
し
て
い
る
女
性
は
、
そ

の
時
に
針
の
穴
に
糸
を
通
す
な
ど

利
口
に
生
活
し
ま
し
た
。

ま
た
、
あ
か
り
を
持
ち
歩
く
た

め
に
は
提
灯
を
使
い
ま
し
た
。
和

ろ
う
そ
く
を
使
っ
た
の
で
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
家
に
は
、
家
紋
の
入
っ

た
弓
張
提
灯
を
各
戸
に
十
張
り
は

備
え
て
い
ま
し
た
。
出
歩
く
時
に

は
、
提
灯
を
竹
の
棒
に
ぶ
ら
下
げ

た
軽
便
な
物
を
使
い
ま
し
た
。
家

を
出
る
と
き
、
人
に
提
灯
を
貸
す

時
な
ど
は
風
で
消
え
た
時
を
考
慮

し
て
、
予
備
の
ろ
う
そ
く
と
マ
ッ

チ
を
持
た
す
の
が
心
得
た
常
識
で

し
た
。

和
ろ
う
そ
く
を
取
る
原
料
と
し

て
、
あ
ち
こ
ち
に
ハ
ゼ
の
木
が
植

え
ら
れ
て
お
り
、
秋
に
な
る
と
ハ

ゼ
の
実
を
取
っ
て
仲
買
人
に
売
り

ま
し
た
。

時
代
が
移
り
変
り
石
油
が
入
っ

て
く
る
と
“
あ
か
り
革
命
だ
”
と

言
わ
れ
て
種
油
よ
り
ぐ
ん
と
明
る

い
石
油
ラ
ン
プ
、
カ
ン
テ
ラ
が
、

ま
た
た
く
ま
に
行
き
渡
り
ま
し

た
。
そ
の
頃
こ
の
辺
で
は
、
石
油

を
石
た
ん
と
呼
ん
だ
よ
う
で
す
。

品
質
が
悪
か
っ
た
の
で
、
一
晩
石

油
ラ
ン
プ
を
と
も
す
と
ラ
ン
プ
の

ホ
ヤ
が
真
黒
に
す
す
け
ま
す
。
学

校
か
ら
帰
る
と
毎
日
こ
の
ホ
ヤ
を

磨
い
た
も
の
で
し
た
。
ハ
ア
ハ
ア

と
息
を
吹
き
か
け
夕
方
ま
で
に
き

れ
い
に
磨
き
上
げ
ま
し
た
。
ラ
ン

プ
は
、
い
ろ
い
ろ
に
美
術
化
さ
れ

形
の
美
し
い
も
の
色
の
き
れ
い
な

物
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
頃
か
ら
、
村
の
文
化
も
開

け
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
こ
う
し
た
文
明
開
化
に
背

を
向
け
る
者
も
い
ま
し
た
。
大
正

時
代
に
な
っ
て
も
髷ま

げ

を
の
せ
、
提

灯
や
マ
ッ
チ
を
使
わ
ず
に
、
火
打

石
で
火
を
起
こ
し
、
お
が
ら
と
い

う
麻
の
皮
を
と
っ
た
後
の
茎
（
よ

く
燃
え
る
）
に
火
を
つ
け
て
、
く

る
く
る
と
足
元
で
回
し
て
歩
く
人

を
見
か
け
た
も
の
で
す
。

便
利
な
平
成
の
世
と
な
っ
た
現

在
か
ら
は
想
像
も
つ
き
ま
せ
ん
が

１
０
０
年
前
の
生
活
の

状
況
を
思
い
描
い
て
見

る
の
も
よ
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
ね
。

紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

そ
の
七
十
二

「
明
治
の
く
ら
し
」

生
石
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
大
活
躍
‼

■
団
体
の
部

低
学
年　

２
位
（
生
石
剣
）

片
畑
羽
弥　

奥
紘
雅　

片
畑
弥
偲

高
学
年　

３
位
（
混
成
）

松
本
彩
香　

田
中
恒
輝　

田
中
大
樹

中
学
生　

４
位
（
生
石
剣
Ｂ
）

松
本
航
輝　

上
中
虹
輝

「
第
７
回
紀
美
野
町
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
競
技
別
剣
道
交
流
大
会
」

■
個
人
の
部

低
学
年　
　

１
位　

片
畑
羽
弥

中
学
生
男
子
１
位　

上
中
虹
輝

　
　
　
　
　

４
位　

北　

晃
知

中
学
生
女
子
１
位　

上
中
麻
瑚

■
団
体
の
部

中
学
生　
　

１
位
（
生
石
剣
Ａ
）

北
晃
知　

若
林
寛
章　

上
中
麻
瑚

■
場
所　

武
道
館

■
日
時　

毎
週
月･

水･

金
曜
日

　
　
　
　

午
後
７
時
～
９
時

■
連
絡
先　

松
本

　
（
℡
０
９
０
‐
６
９
６
１
‐
３
９
４
４
）

５
月
26
日
（
土
）
農
村
総
合
セ

ン
タ
ー
に
て
、「
第
16
回
Ｗ
Ｇ
Ｇ

Ａ
春
季
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
大
会
」
が

開
催
さ
れ
、
１
３
２
名
の
参
加
者

に
よ
り
（
上
コ
ー
ス
７
・
下
コ
ー

ス
７
）
14
ホ
ー
ル
で
ス
コ
ア
を
競

い
合
い
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（　

）
内
は
住
所
と
打
数
（
敬
称
略
）

■
男
性
の
部

１
位　

橋
村
蔵
義
（
和
歌
山
市
67
）

２
位　

萩　

圭
弘
（
安
井
69
）

３
位　

横
山
勝
明
（
和
歌
山
市
70
）

■
女
性
の
部

１
位　

中　

時
子
（
永
谷
78
）

２
位　

橘
本
陽
子
（
毛
原
宮
79
）

３
位　

福
岡
規
子
（
毛
原
中
83
）受賞者の皆さん
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黄
菖
蒲
や
水
の
取
り
口
落
し
口　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬
谷
富
貴
子

若
葉
し
て
町
一
番
の
樟く
す

大
樹　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
山
愛
子

肌
脱
ぎ
の
さ
う
め
ん
啜す
す

る
昼
下
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

弓
庭
武
彦

畳た
た

な
づ
く
山
田
の
畦
の
夏
蓬よ
も
ぎ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
代
哲
郎

梅
雨
籠ご
も

り
偏
差
値
と
い
ふ
魔
物
ゐ
て　
　
　
　
　
　
　
　

阪
口
早
苗

青
芝
に
お
も
ち
や
の
銅
貨
拾
ひ
け
り　
　
　
　
　
　
　

手
拝
て
る
代

夏
木
立
バ
ン
ガ
ロ
ー
に
も
バ
イ
ト
生　
　
　
　
　
　
　
　
　

浦
貴
子

細
波
に
苗
の
溺
る
る
植
田
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
野
昭
子

通
し
土
間
片
肌
脱
ぎ
の
祖
母
の
ゐ
て　
　
　
　
　
　
　

口
井
ト
シ
子

流や
ぶ
さ
め

鏑
馬
の
片
肌
脱
い
で
的
を
射
る　
　
　
　
　
　
　
　

楠
本
い
さ
む

北ア

ル

プ

ス

ア
ル
プ
ス
の
七
鞍
越
え
し
が
こ
の
ご
ろ
は

　
　
　
　
　

布
団
の
あ
げ
お
ろ
し
き
つ
く
な
り
た
る　

竹
本
セ
ツ
子

年
一
度
出
会
う
十
人
古
稀
過
ぎ
て

　
　
　
　
　

心
は
い
つ
も
学
生
時
代　
　
　
　
　
　
　
　

段
木
幸
代

紀
の
牟
娄
の
美は

し
き
入
江
は
神か

島
と
も

　
　
　
　
　

そ
の
名
畏か
し
こき
緑
を
抱
く　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
綾
子

袖
通
せ
ば
ほ
の
か
な
温
み
伝
は
り
ぬ

　
　
　
　
　

春
冷
え
し
る
き
朝
明
け
に
し
て　
　
　
　
　

吉
村
紀
子

山
峡
は
う
の
花
咲
き
て
風
の
道

　
　
　
　
　

ゆ
う
ら
り
ゆ
ら
り
吾わ
れ

を
手
招
く　
　
　
　

上
中
前
澄
子

め
ぐ
り
来
る
息こ

の
命
日
に
高
野
路
を

　
　
　
　
　

訪
お
と
な
い
行
け
ば
新
緑
は
燃
ゆ　
　
　
　
　
　
　

寺
岡
幸
子

薬
局
の
シ
ン
ボ
ル
の
「
だ
る
ま
」
し
っ
か
り
と

　
　
　
　
　

目
線
を
合
わ
せ
お
客
を
招
く　
　
　
　
　
　

森
下
玉
子

草
萌
え
て
木
々
お
い
繁
る
散
歩
道

　
　
　
　
　

何ど

処こ

か
ら
と
も
な
く
鶯
の
声　
　
　
　
　
　

奥
ふ
み
代

前夜の雨が嘘のように、５月 21日は早朝から晴
れ間が広がりました。イベント会場の文化センター
には世紀の瞬間を待ちわびた人たちが６時前から
数多く集まっています。
会場では、段ボールのピンホールカメラやミラー
ボール、木漏れ日が映し出した太陽の姿を見る、
日食メガネで直接見上げる、大型モニターでお話
を聞くなど様々な方法で 100 名を超える方々が金
環日食を楽しみました。
町内各小中学校でも観察会が実施され、子ども
たちは先生と一緒に見上げました。伝え聞くとこ
ろによると、サロンで作った日食メガネでご近所
の方と交代しながら空を見上げた方もいたようで
すね。
奇跡の天候で金の環をもたらしてくれた幸運に
感謝するとともに、学校の先生方、星空サークル
や友の会の皆さん、役場職員、お礼のメッセージ
を届けて下さった方々など、天の金の環をきっか
けに関わって下
さった皆さんに
よる大きな人の
輪（和）に感謝
します。

本校では「『ことばの力』を伸ばし、コミュニケー
ション能力を鍛える」研究も 7年目を迎え、4月に
は「伝え合う力を育むコミュニケーション・トレー
ニング」を東陽出版社から発行することができまし
た。3年生の「総合的な学習の時間」も「教科で学
習した内容を総合して、感動を伝えよう」をテーマ
に、紙芝居と演劇の制作・発表に取り組みます。6
月 1日に、県のエキスパート派遣事業（県立図書
館出前授業）として、「紙芝居作成の事前授業」を
していただき、その中で「耳に心地よい言葉を選ぶ」
ことの大切さや、演じ方等指導していただきまし
た。
また、本年度は防災の取組を核に地域の方々との
連携を密にしていきます。その第１弾として、社会
福祉協議会の協力を得て、６月 27日に「親子教育
講演会」を実施し、「地域の『受援力』を高めるた
めに」について土橋一晃氏に講演していただきまし
た。9月 3日には下神野・福田地区自主防災組織の
方々にご協力い
ただき、地域の
方々と共に「地
震対応の避難訓
練」を計画して
おります。

天文台だより
「奇跡の『わ』！」

矢動丸　泰（天文台長）

学校だより
『ことばの力』と『受援力』向上に…！

紀美野町立美里中学校

文化センターで空を
見上げる子どもたち
と様々な方法で見た
金環日食

歌　

の　

小　

道

県立図書館出前授業
の様子
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電
気
器
具
は
便
利
な
も
の
で
す

が
、
使
用
者
の
取
り
扱
い
の
不
注

意
や
使
用
方
法
の
誤
り
か
ら
火
災

と
な
る
場
合
が
あ
り
、
使
用
に
あ

た
っ
て
は
十
分
な
注
意
が
必
要
で

す
。
電
気
器
具
を
使
用
す
る
際
に

は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

１
．
電
気
器
具
を
点
検
し
ま
し
ょ
う

扇
風
機
、
電
気
ス
ト
ー
ブ
な
ど

の
季
節
的
に
使
用
す
る
電
気
器
具

は
、
毎
年
使
用
す
る
前
に
必
ず
点
検

を
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
使
用
中
に

普
段
と
違
っ
た
音
や
動
き
に
気
付

い
た
と
き
は
、す
ぐ
に
使
用
を
や
め
、

コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
差
し
込
み
プ
ラ

グ
を
抜
い
て
、
専
門
の
業
者
に
点
検

し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

２
．
電
気
器
具
を
正
し
く
使
用
し

ま
し
ょ
う

電
気
器
具
を
本
来
の
用
途
以
外

に
使
用
し
た
場
合
、
器
具
に
負
担

が
か
か
り
、
そ
の
結
果
、
過
熱
し

て
火
災
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
取
り
扱
い
説
明
書
を
よ
く
読

み
、
そ
の
機
能
を
十
分
に
理
解
し

た
上
で
正
し
く

使
用
し
ま
し
ょ

う
。ま

た
、ヘ
ア
ー

ド
ラ
イ
ヤ
ー
な

ど
は
、
ス
イ
ッ

チ
を
切
り
忘
れ

た
り
、
は
ず
み
等
で
ス
イ
ッ
チ
が

入
っ
た
状
態
で
放
置
す
る
と
火
災

の
原
因
と
な
り
ま
す
。
使
わ
な
い

時
は
、
ス
イ
ッ
チ
を
切
る
だ
け
で

な
く
、
差
し
込
み
プ
ラ
グ
を
コ
ン

セ
ン
ト
か
ら
抜
い
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

３
．
電
気
配
線
か
ら
出
火
を
防
ご
う

家
電
製
品
や
Ｏ
Ａ
機
器
の
普
及

に
よ
り
、
数
多
く
の
電
気
器
具
を

使
用
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
コ
ン
セ
ン
ト
が
不
足

す
る
こ
と
も
あ
り
、
た
こ
足
配
線

に
な
り
が
ち
で
す
。
コ
ン
セ
ン
ト

の
電
気
の
許
容
量
を
超
え
て
電
気

器
具
を
使
用
す
る
と
コ
ン
セ
ン
ト

が
過
熱
し
、
火
災
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、
た
こ
足
配
線
は

絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
プ
ラ
グ
に
ほ
こ
り
や
湿

気
等
が
付
着
し
た
ま
ま
長
期
間
放

置
し
て
お
く
と
、
プ
ラ
グ
の
両
刀

間
に
電
気
が
流
れ
、
シ
ョ
ー
ト
し

て
火
災
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

（
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
火
災
）。
長
期
間

使
用
し
な
い
電
気
器
具
の
プ
ラ
グ

は
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
抜
い
た
り
、

掃
除
の
機
会
に
プ
ラ
グ
に
付
着
し

た
ほ
こ
り
等
を
取
り
除
く
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

さ
ら
に
、
傷
つ
い
た
コ
ー
ド
を

使
用
し
た
り
、
束
ね
た
状
態
や
重

い
物
が
の
っ
た
状
態
で
使
用
す
る

と
、
そ
の
部
分
に
負
荷
が
か
か
っ

た
り
、
断
線
し
出
火
す
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
の
で
大
変
危
険
で

す
。
傷
ん
だ
コ
ー
ド
は
早
め
に
交

換
し
、
重
い

物
を
乗
せ
た

り
、
束
ね
た

状
態
で
の
使

用
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

《
注
意
事
項　

５
つ
の
ポ
イ
ン
ト
》

①
使
用
す
る
前
に
点
検
を
行
う
。

②
使
用
し
な
い
と
き
に
は
、
コ
ン

セ
ン
ト
を
抜
く
。

③
た
こ
足
配
線
は
、絶
対
に
し
な
い
。

④
傷
ん
だ
コ
ー
ド
は
使
用
し
な
い
。

⑤
配
線
は
束
ね
た
状
態
で
使
用
し

な
い
。

《
職
場
体
験
学
習
を
終
え
て
》

平
成
24
年
６
月
20
日
・
21
日
の

2
日
間
、
美
里
中
学
校
の
生
徒
が

職
場
体
験
学
習
の
た
め
消
防
署
に

て
、
救
助
・
放
水
訓
練
を
体
験
し
、

防
火
意
識
の
高
揚
と
救
命
活
動
に

対
す
る
正
し
い
認
識
を
深
め
ま
し

た
。

■
申
し
込
み
期
限

　

受
講
し
よ
う
と
す
る
月
の
前
月

の
20
日
ま
で

■
申
し
込
み(

問
い
合
わ
せ)

先

　

紀
美
野
町
消
防
本
部　

警
防
課

ま
で

　
（
℡
４
８
９
─
６
３
０
２
）

火
災
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

「
消
す
ま
で
は　

出
な
い
行
か
な
い　

離
れ
な
い
」

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・

再
講
習
は
８
月
５
日（
日
）

で
す
。

5月の消防の動き
●火災発生数…1件（林野）
【事故種別搬送人員】

管　内 管　外 合　計
急 病 29（２） 29（２）
一 般 負 傷 6（　） 6（　）
交 通 事 故 3（１） 3（１）
そ の 他 5（　） 5（　）
合 計 43（３） 43（３）

放水訓練に挑戦する美里中学校 2年の松本
渉くん（写真右）と晒尾拓実くん

電
気
器
具
か
ら
の

火
災
を
防
ご
う

 

防
衛
省
か
ら
の
お
知
ら
せ

★
自
衛
隊
で
は
、
進
学
・
就
職
を
検

討
さ
れ
て
い
る
方
に
、
左
記
の
コ
ー

ス
の
種
目
説
明
会
を
行
い
ま
す
。
★

●
自
衛
官
候
補
生
（
任
期
制
自
衛

官
へ
）【
18
歳
以
上
27
歳
未
満
対
象
】

●
一
般
曹
候
補
生
【
18
歳
以
上
27
歳

未
満
対
象
】●
航
空
学
生【
高
卒（
見

込
含
）
21
歳
未
満
対
象
】
●
看
護
学

生
【
高
卒
（
見
込
含
）
24
歳
未
満
対

象
】●
防
衛
大
学
校
学
生【
高
卒（
見

込
含
）
21
歳
未
満
対
象
】
●
防
衛
医

科
大
学
校
学
生
【
高
卒
（
見
込
含
）

21
歳
未
満
対
象
】
●
高
等
工
科
学
校

生
徒
【
中
卒
（
見
込
含
）
17
歳
未
満

の
男
子
対
象
】

★
自
衛
隊
説
明
会
の
ご
案
内
★

■
日　

時

　

7
月
22
日
（
日
）
10
時
～
15
時

　

8
月
25
日
（
土
）
10
時
～
15
時

■
場　

所

　

紀
美
野
町
中
央
公
民
館
（
紀
美

野
町
動
木
２
８
８
番
地
４
）

　
（
中
学
生
の
方
は
保
護
者
同
伴

で
お
願
い
し
ま
す
。）

＊
右
記
以
外
の
平
日
は
、
自
衛
隊

和
歌
山
地
方
協
力
本
部
有
田
募

集
案
内
所
で
随
時
、
説
明
会
を

実
施
い
た
し
ま
す
。

★
お
問
い
合
わ
せ
は
★

　

自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部

有
田
募
集
案
内
所　

　
有
田
市
宮
崎
町
１
０
６
‐
２

　

℡
０
７
３
７
‐
８
２
‐
６
６
３
１.

又
は
℡
０
７
０
‐
６
５
８
９
‐

０
３
２
６
又
は
、
各
市
役
所
・
町
役

場
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

※（　）内については、ドクターヘリ搬送
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７月、いよいよ夏本番を迎えます。
ロンドンオリンピックが 27 日（現地時間）に開幕しま
す。日本選手の活躍が期待されるところです。また、13
日には、夏の高校野球和歌山大会も開幕します。
皆さん、暑さに負けず、この夏を楽しく過ごしてくだ
さい。
なお、梅雨末期は集中豪雨が発生しやすく警戒が必要
です。

町民カレンダー

　７月の後半には梅雨も明け、気温が上がり、夏真っ
盛りの季節到来です。暑さが厳しくなるので、体調管
理には気をつけたいものです。
　食事には出来るだけ旬のものを取り入れることが大
事ですが、ちゃんと大事な理由があるのです。夏は暑
いので、夏に収穫される野菜や果物は身体を冷やす作
用があり、冬は寒いので、冬に収穫される野菜や果物
は身体を温める作用があるのです。店頭では一年中販
売されているので、今では何が旬のものなのか分から
なくなってきています。近年冷え性の人が多くなって
きています、特にダイエットの為生野菜ばかりを年中
摂って居る人がいるようですが、夏には夏のものを、
冬には冬のものを、旬の食材を取り入れるということ
はそれなりに意味があることを知ってほしいです。
　今夏野菜がたくさん出回っています、今回は健康維
持に優れた栄養素がたくさん含まれている玉ねぎをご
紹介します。玉ねぎは血液をサラサラにし、血栓予防
に効果的だといわれています。玉ねぎの利用法に困っ
たら、主菜や副菜にも合うドレッシングとして利用し
てみてはいかがでしょうか。

編 集 後 記 紀美野町の人口
総人口………… 10,460 人
　男　………… 4,860 人
　女　………… 5,600 人
世帯数………… 4,598 世帯

（平成24年5月末現在）　　

　紀美野町面積 128.31km2

活
い

き生
い

きレシピコーナー（第25回） 玉ねぎドレッシングの作り方
（材料・用意するもの）
　・玉ねぎ　２個
　・砂糖　　大さじ３
　・塩　　　小さじ２
　・酢　　　3/4 カップ
　・シソ油　3/4 カップ（なければサラダ油でも良い）
　・味醂、酒、醤油　　各 1/2 カップ
　　容器（ビン）

（作り方）
　１ 、玉ねぎを薄くスライスし、空気の触れる状態で

15 分そのまま置く。
　２、調味料を全てビンに入れる。
　３、スライスした玉ねぎを（2）のビンに入れる。
　４、よく振って、冷暗所で一晩寝かせる。
＊ミキサーがあれば、全ての材料を入れて一気に仕上

げることができます。
＊砂糖を黒砂糖にしたり、拘りの塩を使ったり、りん

ご酢や黒酢など使いハンドメイドのドレッシング作
りを楽しんで下さい

産業課より

日　時 イベント名 開催場所 問い合わせ（073）

6 日（金） 11:00 ～ 犬ねこの譲渡講習会【15 日（日）・29 日（日）】 県動物愛護センター 県動物愛護センター 489-6500
〃 19:00 ～ ナイター走ろう会 ･ ホッケー教室 スポーツ公園 生涯学習課 489-5915

10 日（火） 移動町長室【26 日（木）】 美里支所 総務課 489-5912
住民室 495-3471

14 日（土） 13:30 ～ 移動じどうかん「縁日がやってくる」 中央公民館 青少年センター 489-5909
15 日（日） 9:00 ～ がたろ大作戦 下佐々子ども広場 生涯学習課 489-5915

〃 14:00 ～ 天文教室「国立天文台の研究者による研究紹介」 みさと天文台 みさと天文台 498-0305
〃 16:00 ～ りらフェスティバル～夏音～ りら創造芸術高等専修学校 りら創造芸術高等専修学校 497-9111

18 日（水） 13:00 ～ 行政相談【～ 15:00】 中央公民館 総務課  489-5912
 美里支所 住民室 495-3471

28 日（土） 13:00 ～ 水本　桂ピアノソロコンサート 文化センター 文化センター 495-9055
29 日（日） 14:00 ～ 夏休み工作教室「日時計をつくってみよう」 みさと天文台 みさと天文台 498-0305

運動
重点

平成 24 年度交通安全年間スローガン　
　子供の部最優秀作品　そのライト　君の命を守るかぎ

平成24年わかやま夏の交通安全運動 運動期間　7 月 11 日（水）から 7 月 20 日（金）までの 10 日間

（1）子どもと高齢者の交通事故防止
（2）自転車の安全利用の推進
（3）飲酒運転の根絶



昨年の川そうじより

■日　時　平成 24 年 8 月 15 日 ( 水 )
■場　所　木の温もり広場
　　　　　紀美野町神野市場 218 番地
　　　　　（文化センター内・下神野小学校隣）
■事務局　紀美野町商工会　美里支所
　　　　　ＴＥＬ 073 － 495 － 2188
※きみの夏祭りに出演・出店を希望する紀美野町内の

方（団体等）は、７月 12 日 ( 木 )
までに事務局まで申し込んで下さ
い。 申込書は事務所にあります。
また、詳細については事務局にお
問い合わせください。

 （出演・出店希望者多数等の場合
は、実行委員会で調整させて頂き
ます。）

きみの夏祭りの日程と
出演・出店募集のご案内
日程・開催場所が決まりました。

編
集

・
発

行
　

紀
美

野
町

総
務

課
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Ｅ

Ｌ
　

０
７

３
—

４
８

９
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５
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１
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０
—

１
１
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２

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 Ｆ
Ａ

Ｘ
　

０
７

３
—

４
８

９
—

２
５

１
０

　
和

歌
山

県
海

草
郡

紀
美

野
町

動
木

２
８

７
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広
報

き
み

の
　

第
7

9
号

が
た
ろ
大
作
戦
と
は
、
貴
志
川

の
水
辺
や
水
中
の
空
き
缶
や
ゴ
ミ

な
ど
を
拾
っ
て
、
貴
志
川
を
美
し

く
し
よ
う
と
す
る
活
動
で
す
。
み

な
さ
ん
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

な
お
、
当
日
は
濡
れ
た
り
、
汚

れ
た
り
し
ま
す
の
で
、
対
応
で
き

る
ご
用
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日　

時　

７
月
15
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
11
時
30
分
ま
で

　

開
会
式　

午
前
９
時
～

　
　
　
　
（
下
佐
々
こ
ど
も
広
場
）

■
場　

所　

次
の
場
所
へ
集
ま
っ

て
く
だ
さ
い
。

○
吉　

野　
　

小
川
橋
下
河
原

○
下
佐
　々
　

こ
ど
も
広
場

○
平
、
吉
見　

吉
見
橋
下
河
原

○
動　

木　
　

龍
光
寺
橋
詰

○
小　

畑　
　

さ
ん
ま
い
河
原

■
そ
の
他

①
ご
参
加
い
た
だ
け
る
方
は
、
7

月
6
日
（
金
）
ま
で
に
紀
美
野

町
中
央
公
民
館
（
℡
４
８
９
‐

５
９
１
５
）へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

②
当
日
、
清
掃
終
了
後
、
下
佐
々

こ
ど
も
広
場
で
焼
そ
ば
パ
ー

テ
ィ
ー
を
し
ま
す
。
が
た
ろ

大
作
戦
に
参
加
し
て
く
れ
た
人

は
、
下
佐
々
こ
ど
も
広
場
へ
来

て
く
だ
さ
い
。

③
当
日
雨
天
等
の
場
合
、
7
月
22

日
（
日
）
に
変
更
し
ま
す
。

④
お
問
い
合
わ
せ
は
、
中
央
公
民

館
ま
で
。

主
催　

リ
バ
ー
サ
イ
ド
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

共
催　
野
上
の
す
て
き
な
ゴ
ミ
仲
間

後
援　

紀
美
野
町　

紀
美
野
町
教

育
委
員
会

（
貴
志
川
の
川
そ
う
じ
）

が
た
ろ
大
作
戦
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
！

■募集期間　平成 24 年 7 月 1 日から 7 月 31 日まで ( 必着 )
■応募資格　紀美野町に在住・在勤・在学の方及び紀美

野町出身の方
■応募方法　一人１点とし、応募用紙はＡ４サイズの白

色の用紙とします。作品の裏面に「作品の
解説」、「氏名（ふりがな）・住所・年齢・性
別・電話番号・勤務先又は学校名等」を記
載のうえ、持参又は郵送してください。

■審査方法　選考委員会にて決定　最優秀賞１点
■賞及び記念品　最優秀賞１点　賞金７万円
　　　　　　また、応募者全員を対象とした抽選を行い、

当選者に「紀美野町の特産品詰め合わせ」
をお贈りします。なお、当選者の発表は賞
品の発送により代えさせていただきます。

※応募要件など詳しくは、応募先へお問い合わせくださ
い。

　なお、町ホームページにも掲載しています。

応募先　〒 640-1192　
　　　　和歌山県海草郡紀美野町動木 287 番地
　　　　紀美野町産業課
　　　　　「イメージキャラクターデザイン募集係」
　　　　TEL：073-489-5901 ／ FAX：073-489-2510

紀美野町のイメージキャラクター
「ゆるキャラ」のデザインを募集します！

　紀美野町では、広報「きみの」と町ホームページ
に掲載する有料広告を募集します。
■広報「きみの」
　▽掲載料 ( 月額 )
　　１スペースあたり 5,000 円 ( 連続６ケ月以上の

お申込みの場合、１スペースあたり 4,000 円 )
　▽掲載位置　 裏表紙の下段 (2 色刷り )
　▽掲載サイズ　１スペース（縦 45 ミリメートル、

横 84 ミリメートル）で最大４スペース ( ３ス
ペースを除く）まで

■ホームページ
　▽掲載料 ( 月額 )
　　１スペースあたり 10,000 円 ( 連続６ヶ月以上

のお申込みの場合、１スペースあたり 8,000 円 )
　▽掲載位置
　　トップページ右側　※変更することがありま

す。
　▽掲載サイズ
　　縦 50 ピクセル×横 130 ピクセル　ファイル

サイズ４K バ イト以内  GIF 形式
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
■申込方法
　広報「きみの」/ 紀美野町ホームページ有料広告

掲載申込書に、掲載しようとする広告原稿等を添
えて、総務課まで提出してください。申込書は町
ホームページからダウンロードもできます。

■申込締切
　掲載を希望する月の２ケ月前の 20 日まで
　※なお、広告内容によっては掲載できない場合が

あります。
■問い合わせ　　紀美野町役場総務課
　　　　　　　　TEL073 － 489 － 2430

有料広告掲載の募集について


